
市政だより

怒緩緩怒滋滋怒選議選水と緑と花のまち議総議議 昭和57年9月 1日 No.955

人口の動き

8月1日現在前月比

人口計 6 7，0 5 3 -1 3 

男 32，3 4 0 十 2
女 34，7 1 3 -1 5 

世帯数 1 9，5 0 3 -3 3 
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レシブ/トス/戸タック/

コートの周辺では近所の人たちの声援ガ飛びかい

明るい笑い声ガ体育館いっぱい響きます

外では uツクックボシ ックックボシ¥¥とセミの声ガ聞こえます

もう重も終り秋の気配ガすぐそこまで、やって末ましだ

いよいよ二学期夏休みに蓄え疋土ネルギ で

勉強にスポーツに充実した時を過して下さい

ー
菅
一
瀬
地
区
親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
|

離

i
踏
持

i
m凱
巴
白
川
町

qut穣
ん
だ

H

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

毎月 1日 ・15日発行 発行所/大村市役所宮(代)③4111 編集/広報公聴課 印刷所/康真堂印刷



老
人
謂
祉
週
間

9
月
刊
日
j
幻
自

(2) りおおむ

9
月
日
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は

「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。

お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
長
寿
を
心
か
ら
む
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
今
ま
で

っ
ち
か
つ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
が
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
に
な
る
と
同
時
に
、
世

代
を
越
え
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

市政だより昭和57年 9月 1日
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敬
老
金
を

贈
り
ま
す

長
寿
を
お
祝
し
敬
老
の
意
を
表

わ
す
た
め
敬
老
金
を
贈
り
ま
す
。

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
本
市

に
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る
叩

才
以
上
の
人
。

金
額

m
l九
才
五
千
円

月

i
乃
才
八
千
円

別

l
M才
一

万

円

m
l
m才
一

万

二
千
円

叩
才
以
上
一
万
五
千
円

※
県
敬
老
金
と
し
て
行

i
U才
の

人
に
六
千
円
、
∞
∞
才
以
上
の
人

に
八
千
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

日
時

9
月
8
日
制
1
叩
日
也

※
該
当
者
に
は
、
ハ
ガ
キ
で
通
知

し
ま
す
の
で
、
そ
の
ハ
ガ
キ
と

印
鑑
を
持
っ
て
指
定
の
日
時
・

場
所
で
お
受
け
と
り
下
さ
い
。

ね
た
き
り
老
人
見
舞
金

を
贈
り
ま
す

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
白
才

以
上
の
人
で
、
本
市
に
一
年
以

上
居
住
し、

6
カ
月
以
上
ね
た

き
り
の
人

見
舞
金
額

一
万
八
千
円

※
難
病
患
者
見
舞
金
及
、
び
内
臓
機

能
障
害
見
舞
金
の
支
給
を
受
け

た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

卯
才
に
な
ら
れ
た
人
に

記
念
写
真
と
記
念
品

を
贈
り
ま
す

昨
年
9
月
日
日
1
本
年
9
月
日

日
の
聞
に
卯
才
に
な
ら
れ
た
人
に

記
念
写
真
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

※ 

下
水
道
住
み
よ
い
町
の

基
礎
づ
く
り

金
婚
式
該
当
者
に

記
念
品
を
贈
り
ま
す

本
市
に
一
年
以
上
居
住
し
、

9

月
日
日
現
在
で
婚
姻
し
た
日
か
ら

満
叩
年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
に
記

念
品
を
贈
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、

8
月
日
日
号

の
市
政
だ
よ
り
「
福
祉
の
ひ
ろ

ば
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

入
浴
料
を

特
別
奉
仕

公
家
出
場
組
合
で
は
、
入
浴
料

の
無
料
奉
仕
を
行
い
ま
す
。

入
浴
の
際
、
老
人
保
健
手
帳
を

提
示
し
て
下
さ
い
。

対
象
者
向
才
以
上
の
人

期
間

9
月
日
日
制
l
n
日

ω

一
人
一
回

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

記
念
行
事
を
開
催

〔老
人
演
芸
会
)

9
月
日
日
肘
午
前
日
時
1
午

後
4
時
二
階
集
会
室

〔老
人
作
品
展
〕

9
月
日
日
刊
i
口
日
也

※
老
人
福
祉
週
間
中
、

ω才
以
上

の
市
内
居
住
者
は
入
館
料
は
無

料
で
ず
。

(
保
護
課
)

対
象
者

O
被
災
し

た
住
宅

弁
白
、
り

居
住
す

る
た
め

に
建
設
、

晴
彦
し

j
f
 

ょ
う
と

す
る
勤

労
者
。

O
住
宅
金

融
公
庫

か
ら
災
害
復
興
住
宅
資
金
の
融

資
を
受
け
る
人
。

低所得勤労者住宅復旧資金

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

O
世
帯
に
お
け
る
年
間
収
入
(
給

与
所
得
控
除
額
後
)
が
三
百
万

円
以
下
の
人
。

限
度
額
二
百
万
円

貸
付
利
率
年
5
・白
%

貸
付
期
間
初
年
以
内
(
据
置
l

年
)

申
込
期
限
昭
和
問
年
3
月
白
日

申
込
先

労
働
金
庫

問
合
せ
先
商
工
観
光
課

資 金 名 運転資金 設備資金 短期資金

限 度 額 500万円 500万円 300万円

貸付期間 3年以内 5年以内 l年以内

金 平リ 年6.5% 年6.8% 年6.5%

保 証 料 0.98% 0.98% 0.3% 

取扱金融機関 各銀行 各銀行 組長崎合県大民村信支用庖

士す 象 者 市年内以上に住経所営ましたてはい庖る舗人 を有し、 同 一 業種を一

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)



J 

※ 

大
村
線
乗
ろ
う
守
ろ
う

昭和57年 9月 1日
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期
日

9
月

お
日
附

秋
分
の
日

場

所

市

役

所
横
埋
立

地
内
容

O
子

犬
を
譲
り

た
い
人
の

受

付

午

前
9
時
却

分

i
m
時

初
分

O
老
齢
犬

・
愛
犬
家
の
表
彰
午

前
日
時
初
分
1
1
時

O
子
犬
の
里
親
探
し

午

前

日

時

よ
り

(抽
選
、

整
理
券
を
発
行

号弐@

皐親さがしき実施

し
ま
す
)

O
動
物
の
無
料
健
康
相
談

中
実
施
し
ま
す

問
合
せ
先

蒲
原
犬
猫
病
院
(
宮

⑦
了
14
0
1
5
)

山
田
{季首

病
院
(
岱
⑤
|
7
8
7
7
)

提
動
物
病
院
(
宮
④
|
5
5
7

7
)

大

村
保
健
附

(宮
③

|

2
1
9
3
)
(
生
活
環
境
課
)

ご
存
じ
で
す
か

婦
人
少
年
室
協
助
員
制
度

りーおおむ

こ
の
制
度
は
、
婦
人
少
年
行
政

の
地
域

へ
の
浸
透
と
円
滑
な
推
進

を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

婦
人
や
働
く
青
少
年
の
問
題
、

心
配
ご
と
相
談
や
い
ろ
い
ろ
な
問

題
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人
は
、
ご

遠
慮
な
く
ご
相
談
下
き
い
。

相
談
内
容

O
雇
用
に
お
け
る
男
女
の
平
等

O
婦
人
の
雇
用
管
理

O
勤
労
婦
人
の
母
性
健
康
管
理

O
勤
労
婦
人
の
職
業
と
家
庭
生
活

市政だより(3) 

の
調
和

O
婦
人
の
地
位
向
上

O
年
少
労
働
者
の
保
護

O
勤
労
者
少
年
の
健
全
育
成

O
そ
の
他

〔
婦
人
少
年
室
協
助
員
〕

市
川
徳
夫

古
賀
島
町
六

二
二

煮
γ
2
6
2
3

片
町
七

O

宮
市
γ

3
4
8
1

(
商
工
観
光
課
)

山
口
サ
ダ
子

ダ
イ
ヤ
を
増
そ
う

時
間

町
名
変
更
に
伴
う

住
所
訂
正
の
お
願
い

8
月
お
日
か
ら
、
大
村
地
区
の

第
三
次
町
名
町
界
整
理
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
は
、
被
保
険
者

証
の
住
所
を
変
更
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
自
分
で
新
住
所
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
所
を
変
更
し
て
い
た
だ
く
の

は
、
次
の
新
町
名
に
住
所
が
あ

る
人
で
す
。

武
部
町
・
東
本
町
・
本
町
・
西

本
町
・
幸
町

(
保
険
年
金
課
)

呂
田
自
配
出
自

9
月

8
日
か
ら
各
地
区
で
開
催

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
9

月
幻
日
j
初
日
ま
で
の
日
日
間
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
の
一
環

と
し
て
運
転
者
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
出
席
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
来
年
の
秋
(
運
転
者
講

習
会
時
)
ま
で
に
更
新
さ
れ
る
人

で
、
本
年
春
と
今
回
の
講
習
を
受

け
た
方
は
更
新
時
講
習
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
春
秋
二

回
続
け
て
受
講
さ
れ
た
人
で

一
年

以
内
に
更
新
さ
れ
る
人
は
、
更
新

時
講
習
が
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
出

席
の
際
は
免
許
証
及
び
会
員
証
を

必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

(生
活
環
境
課
)

運転者講習会日 程

月日 時 問 場 所

9/8附 19・30-21: 30 松原小体育館

9嗣 19 : 30~21 : 30 福重小体育館

10~封 19 : 30~21 : 30 萱瀬小体育館

13(月) 19 : 30~21 : 30 竹松小体育館

14(刈 19 : 30~21 : 30 鈴田小体育館

16嗣 19 : 30~21 : 30 市民会館ホール

13 : 30-15 : 30 

17幽 市民会館ホール

19 : 30-21 : 30 

2α月) 19: 30~21 : 30 三 浦出張 所

一畏E畠鴎渉中巴回affim早BE》

天正4少年銅像の除幕式

記念式典・昭和少年使節帰朝報告

記念切手の発行

記念球技大会

a刊

9 : 30~ 10 : 00森園公園9月20日(月)

9 月 20 日 (月 ) 10:30~12:30 市民会館

8 : 00大村郵便局9月20日(月)

9月19日(日)10 : OO~ 16 : 00大村工業高校

大村市・波佐見町 ・西海町・千々石町の中学生によ る野球 ・バレーボール大会

昭和少年使節写真展・天正少年使節資料展・育名記念切手展

コミュニテ ィセンター

※皆さんから募金等のご協力を頂きありがとうございました。

文部省・郵政省・長崎県教育委員会ー一

9 : 00 ~ 17 : 00 

後援

9月18日(土)~21 日 伏)

天正少年遣欧使節顕彰会

極圏野:
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:一 練習の成果をこの一本にグ (8122市民体育館外)

第23回の少年柔剣道練成大会に約820人ガ参加、練習の

成果を父兄の前で力いっぱい毘せていましだ。

一一一 砂※ 

騒
音
や

ひ
と
の
迷
惑

九州文学同人大会
( 8/21~22 本経寺外)

九州各県から文学の仲間約40人ガ参加

レて開催され、第15回九州文学賞の表彰

や歴史観歩なとガ行われました。

か
え
り
み
ず

企
そなえよつねに
(8121-----22陸上競技場外)

消防団の夏季特別教養訓練ガ、約100人!

の参加で行われました。参加者は重の日:

差しをあび¥額に汗をにじませ訓練には :

げみましだ。

:一 我が青春の血は燃えて

(8122競艇場 r-hrー「

大幅枝問窓会で恒例のボートレース 胸掛照沸総|
大会ガ開催され\56オから19オまでの若 ~~竺湾←
者(9)ガオールを手に力走を男せま しだ。 ~~人えd明 隠ゲー:、1

~ '~r~ 

(
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
で
騒
音
防
止
を
)

:-400組目、おめでとう
: (8/6野岳湖キャンプ場)

バンガロー利用400組目として¥

i松原の宮本子ども会に記会田を贈

:りました。500組目はあなたかも知

れませんネ。
一一一一一砂

「
碑
を
た
ず
ね
て
」
は
都
合

一

一
に
よ
り
今
由
は
休
み
ま
す
。
一
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※ 

守
ろ
う
"

み
ん
な
の
海
で
す
川
で
す
故
郷
で
す

(
汚
染
防
止
の
た
め
粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う
)

保
健
コ

t-'t

グ貧

血

貧
血
と
い
う
と
脳
貧
血
や
低
血

圧
と
同
じ
と
考
え
て
い
る
人
が
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
と
貧
血
と
は
直

接
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

貧
血
と
は
、
血
液
の
成
分
で
あ
る

りおおむ

ボク、 qっと半分"
今日もママと鬼ごっこ...

市政だより(5) 

赤
血
球
数
が
減
り
、
赤
血
球
中
の

血
色
素

(ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
)
が
少

な
い
こ
と
、
つ
ま
り
血
が
薄
い
状

態
の
こ
と
で
す
。

血
色
素
と
い
う
の
は
、
鉄
分
と
蛋

白
質
か
ら
で
き
て
い
て
、
肺
か
ら

と
り
入
れ
た
酸
素
を
体
の
す
み
ず

み
ま
で
運
ぶ
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
血
色
素
が
減
っ
た
り
し

ま
す
と
、
酸
素
の
輸
送
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
り
、
体
が
だ
る
い
、

め
ま
い
が
す
る
、
頭
痛
や
動
惇
、

息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
現
わ
れ
て

き
ま
す
。

4歳6カ月児

健康診査

者:昭和56年 2月生まれの幼児が

対象ですが、 昭和55年 9 ~ 昭

和56年 1月生まれで、まだ健

康診査を受けていない幼児も

受診して下さい。

診 査日 9月10日掛・ 17日(斜

受付時間: 午後 1 時~1 時30分

場 所:コミュニティセンター

持参するもの o母子健康手帳

O問診票 (通知書に同封して

あります)

~無料~

象対

lgEZ 
型n巨額
量三ちが
金三三う
4 Sユ)

き
上

国民年金
自己す弓

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
拠
出
年
金
が

8
月
か

ら
、
福
祉
年
金
が

9
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
保
険
年
金
課
へ
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

同胃

fヨ「

年金の種類
現 1=r 改正後

年 告貢 年 客員

5 年年 金 292，400円 304，300円

老齢年金
10 年年金 343，500 357，500 

拠
25 年納付 543，300 565，500 
40 年納付 869，300 904，800 

出
障害 年 金

1 中投 675，900 703，500 

年
2 級 540，700 562，800 

母子
母 子 加算

/五人

準母 子 年金 あ る 720，700 742，800 
な し 540，700 562，800 

遺児 年 金 540，700 562，800 

扶養義務者の年

老齢福祉年 金
ヰ又カ、

600万円未満 288，000 301，200 

600万円以上 276，000 279，600 

福
1 キ及 432，000 

障害福祉年 金
452，400 

ネ止
2 キ及 288，000 301，200 

母 子 ・準母子
374，400 392，400 

年 福祉 年 金

本人所得制限 (2人世帯 )

金 老 齢 福 祉 年 金 2，266，000 2，384，000 

障 三Eコ三 福 祉 年 金 3，000，000 3，150，000 

母子 ・準母子福祉年金 3，610，000 据え置き

扶養義務者等所得制限(6人世帯) 8，760，000 据え置き

公的 年 金併給限度額 480，000 505，000 

内定改の額金年



¥
d
A昭
吋

に
参
加
し
、
生
き
る
立
口
、
び
を
兄
い

Q
b
ua
J
だ
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

粍為
frt
心
ι
主

主

号

、

そ

の
適
正
と

-
F
N
μ
r一
能
力
に
応
じ
た
職
場
で
、
多
く
の

j
l

方
が
能
力
を
発
揮
し
て
お
ら
れ
ま

す
。心

身
障
害
者
の
雇
用
促
進
の
た

め
に
、

市
民
と
事
業
主
の
理
解
と

協
力
に
よ
り
、
障
害
者
の
方
が
持

っ
て
い
る
能
力
を
生
か
せ
る
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(商
工
観
光
課
)

(6) 
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福
祉
の
ひ
る
脇

りおおむ

9
月
は

心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
欄

今
日
か
ら
の
雇
用
プ
ラ

ン
に
心
身
障
害
者
を
グ

市政だより

1111 

~il 

1111 

II~ 
II~ 

~II 

1111 

1111 

1111 

Ilil 
Ilil 
1111 

Ilil 

M 
1111 も常ある自通は祉 警

!iil長TI)、22主撃 2君主
1111 会 と健で図のを本福障

授産に励む入所者の皆さん
(パールハイム)

障
害
を
も
っ
人
へ
の

エ
チ
ケ
ッ
ト

目
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て
①

昭和57年 9月1日
111111111111111111111illlllllllllllllllllllllllllllll:11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111;111111111 

案
内
す
る
と
き
は
、
白
い
杖
の

反
対
側
に
立
っ
て
腕
を
貸
し
、
見

え
な
い
人
の
半
歩
前
を
歩
き
ま
す
。

白
い
杖
は
見
え
な
い
人
の
眼
で
す

か
ら
、
そ
れ
を
持
つ
手
を
つ
か
ん

だ
り
、
引
い
た
り
、
押
し
た
り
す

る
こ
と
は
厳
禁
で
す
。

(
福
祉
課
)

圏画面国

り

修工は 人...L.. 

事の 9円老人 お 支こe

体めたλ 側1乃でま日3福祉セ山ン かけLめいわ

福暮) uすま，; 改 F場夕lh すま を〈

としよきき

耳
と
こ
と
ば
の
相
談
日
・

:
9
月
四
日
制

(
午
後

1
時
f

)

3

時、

福
祉
セ
ン
タ
ー
)

※ 



※
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

昭和57年9月 1日
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あ
な
た
が
つ
く
る

青

年

講

座

り

み
ん
な
で
つ
く
る
楽
し
い
講
座

で
す
。あ

な
た
も
友
達
を
さ
そ

っ
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

9
月
M
日
幽

1
日
月
初
日

働

毎

週

金

曜

午
後
7
時
却

分
1
9時
却
分

対
象
・
申
告
貝
青
年
男
女
却
人

内
容

O
じ
よ
う
ず
な
海
外
旅
行
の

し
か
た

O
男
性
の
心
理
、
女
性
の
心
理

O
圭
厚
ヰ
と
マ
ス
コ
ミ

O
ハ
イ
キ
ン
グ

おおむ市政だより(7) 

みんなのスポーツで体力づくりを.ゲ

由良呉羽口吻周囲
9月18日-10月24日

iA1議高自主 fiq客室守 ス
る事)場内 中施 ツ 「のずみポ
場をスはな、し丹市日る健 l

合完??与 量字国 要不 2TZ

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

計
画
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

検
討
の
上
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

提
出
期
限

9
月
刊
日
側

提
出
・
問
合
せ
先
体
育
課

第
げ
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

成

績

小
内
主

(
臼
チ
l
ム
出
場
)

①
松
並
二
丁
目
A

②
三
城
第

一

命
乾
馬
場
、
古
町
二
丁
目

虫
子
生

(
臼
チ
l
ム
出
場
)

の
植
松
三
丁
目

φ
よ
諏
訪

③
よ
久
原
、
上
小
路

・
玖
島

(体
育
課
)

親
子

サ
ッ
カ
ー
教
室

期
間

9
月
日
日
出
1
1
月
幻
日

ω
毎
週
土
曜

午
後
2
時
却

分
1
4時
却
分

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
運
動

広
場

対
象
・
客
貝

幼
児
加
入
母
親

別
人

参
加
費
無
料

指
導

サ
ッ
カ
ー
協
会

申
込
期
限

9
月
刊
日
附

傷

害

保
険
加
入
金
を
添
付
の
こ
と
。

申
込
・
問
合
せ
先
体
育
課

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

小
学
生

軟
式
庭
球
教
室

期
間

9
月
ロ
日
間

1
日
年
3
月

毎
週
日
曜
及
び
祝
祭
日
午
前

7
時
1
9時

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対

象

小

学
校
5
・
6
年
生

参
加
費

千
円

(保
険
料
、
ボ
l

ル
代
を
含
む
)

申
込
期
限

9
月
日
日
幽

指
導
・
申
込
先
日
体
協
公
認
ス

ポ
ー
ッ
指
導
員
森
上
音
郎

(
宮
市

γ
4
6
4
0
)(

体
育
課
)

秋
季
卓
球
大
会

日
時

9
月
日
日
附

ハU
¥
7
4

q
d
ノ
y

場

所

市

民
体
育
館

種
目
O
中
山
畜
力
女

O
高
校
男
女

O
一
般
男
子
A
B

O
一
般
女
子

O
婦
人

O
壮
年

※
各
種
目
と
も
シ
ン
グ
ル
ス
。

一
般
男
子
A
、

一
般
女
子
、
婦

人
の
部
は
県
体
予
選
を
兼
ね
る
。

参
加
資
格
O
壮
年
の
部
は
、
お
才

以
上

(日
年
3
月
末
現
在
)

O
婦
人
の
部
は
、
お
才
以
上
の
人

(日
年
3
月
末
現
在
)

O
県
体
予
選
種
目
は
、
市
内
在
住

者
に
限
る
。

午
前
9
時

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

O
そ
の
他
の
種
目
は
、
在
学
者
、

在
勤
者
も
含
め
る
。

参
加
費

中
学
生

1
一百

円

高

校
生
、

一
般

1
一言
円

申
込
期
限

9
月
刊
日
幽

申
込
先

市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
庖

(体
育
課
)

県
民
体
育
大
会
予
選
会

及
び
初
心
者
大
会

日
時

9
月
お
日
岡

場
所

市
民
体
烹
悶

県
体
予
選
会
O
一
般
男
女

グ
ル
ス

・
ダ
ブ
ル
ス

o
mω
才
以
上
男
女
ダ
ブ
ル
ス

o
mw才
以
上
男
子

ダ
ブ
ル
ス

初
心
者
大
会
O
男
女
ダ
ブ
ル
ス

一
部

従
来
の
初
心
者
の
部
に

ン

出
場
し
て
い
る
人、

そ
の
他
。

一

二
部

初
め
て
出
場
す
る
人
、

ベ

従
来
の
大
会
で
入
賞
し
た
こ

、ヤ

と
が
な
い
人
。

キ

参
加
費

一
人

一
種
目
六
百
円

県

使
用
シ
ャ
ト
ル

主

義

ンヤ

満

T
h
t
l
v

.

，
 

、
/

申
込
期
限

9
月
口
日
幽

マ

申
込
先

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

咽

(市
役
所
内
、
内
線
2
0
8
)

凱

(体
育
課
)

完

午
前
9
時

、ン

、ノ

。長崎街道を訪ねて

旧幕時代の長崎街道を歩こう
9月26日(日 9.:00----14 : 30 
定員 40人 参加費500円(昼食付)

国鉄松原駅午前8時35分集合

。キリシタンの歴史を訪ねて

市内キリシタン史跡巡りのパスツアー

9月19日(日 9: 00----15 : 30 
定員 47人 参加費1，000円(昼食付)

大村駅前観光案内所午前9時集合

商工観光課申込・問合せ先



(8) りむおお市政だより

五
昭
和
同
年

i重
重
量
重

一
歌
会
始
の

一

諒
進
歌
募
集

お
題

島

詠
進
要
領

O
自
作
の
歌
で
一
人

一
首
、
未
発
表
の
も
の
。

O
用
紙
は
半
紙
、
毛
筆
で
白
書
。

O
病
気
や
身
体
の
障
害
な
ど
で
白

書
で
き
な
い
場
合
は
代
筆
で
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代

筆
の
理
白
書
を
添
付
の
こ
と
。

O
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に

し
、
聞
い
て
右
半
面
に
お
題
と

歌
、
左
半
面
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
(本
名
、
ふ
り
が
な
)

生
年
月
日
、
職
業
(
具
体
的
に
)

を
書
い
て
下
さ
い
。

詠
進
期
眼

目
月
ロ
日
閃
当
日

消
印
有
効

送
り
先

宮
内
庁

(東
京
都
千
代

田
区
千
代
田
1
1
1
)

昭和57年 9月 1日
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※
封
筒
に

寸詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
下
さ
い
。
(
広
報
公
聴
課
)

(約

μ
セ
ン
チ
メ

'
ト
ル
)

鳥

(書式図〕

(折

り

目
)

郵
便
番
号
、

住

、h
v

n

ソ

氏

職

業

所

均

な
名

年
月
日
生

事
第
初
回
重
量
重
重
量

i

一
発
明
創
意
工
夫

一

コ
ン
ク
ー
ル

一
般
部
門
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
公
害
関
係
、

一
般
発
明

考
案

学
生
・
教
職
員
部
門

個
人
の
考

案
、
グ
ル
ー
プ
の
考
案
、
学
習

上
の
創
意
工
夫

婦
人
部
門

台
所
関
係
、
日
用
品

関
係
、一

般
創
意
工
夫

応
募
期
限

叩
月
訂
日
制

応
募
方
法

所
定
の
用
紙
で
応
募

し
て
下
さ
い
。

応
募

・
問
合
せ
先

附
発
明
協
会

長
崎
県
支
部
(
長
崎
市
文
教
町

2
1
5
、
長
崎
県
工
業
試
験
場

内
、
宮
長
崎
同
1
2
6
4
7
)

(
商
工
観
光
課
)

九議
歯
を
守
る
よ
い
子
の

霊
章

一図
画
コ
ン
ク
ー
ル

テ
l
マ

よ

い
歯
・

つ
よ
い
歯
・

元
気
な
子

応
募
資
格

就
学
前
の
幼
児

作
品
規
格
O
画
用
紙
(四
ツ
切
大
)

O
色
材
料

・
用
具
は
自
由

応
募
方
法
O
裏
面
に
住
所

・
氏
名

(ふ
り
が
な
)

・
年
令

・
郵
便

番
号
・
電
話
番
号
を
明
記

※
幼
稚
園
・
保
育
所
に
通
っ
て

い
る
幼
児
は
園
名
な
ど
も
記

入
。

O

一
人
一
点
に
限
る

送
付
・
問
合
せ
先

県
保
健
部
子

防
課

(長
崎
市
江
戸
町
2
|
日

告
長
崎
側
1
8
5
5
2
)
又
は

県
歯
科
医
師
会

(長
崎
市
輿
善

町

2
l
m

E
長
崎
凶
|
8
0

0
0
)
 

応
募
期
限

9
月
初
日
目

当
日

消
印
有
効
(
生
活
環
境
課
)

(約33センチ メートル〕

五
能
力
再
開
発

S
Z霊
喜

一
訓

練

生

募

集

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
中
高
年

齢
者
及
び
職
業
転
換
を
必
要
と
す

る
人
が
技
能
を
習
得
し
、
再
就
職

を
容
易
に
す
る
た
め
能
力
再
開
発

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

入
校
資
格

職
業
を
転
換
し
よ
う

と
す
る
求
職
者
で
技
能
習
得
の

意
欲
が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定

所
長
の
入
校
指
示
を
受
け
た
人
。

募
集
科
目
・
定
員

電
気
工
事

科

加

入

建

築

科

目

人

溶

接

科

却
人

応
募
期
限

9
月
初
日
間

選

考

日

9
月
初
日
間

合
格
発
表

9
月
紅
白

ω

入

校

日

目
月
1
日
幽

経
費

約
四
万
二
千
円
(
教
材
費
、

寮
費
な
ど
)

問
合
せ
先

大
村
公
共
職
業
安
定

所

(
宮
⑦
丁

2
1
0
1
)

(商
工
観
光
課
)

言
竹
松
駐
屯
地

重
量
重
量憲

一創
立
初
周
年
記
念

一

式
典
を
開
催

日
時

9
月
ロ
日
制

j
午
後
1
時

場
所

竹
松
駐
屯
地

内
容

音
楽
演
奏
、
子
供
レ
ジ
ャ

ー
ラ
ン
ド
、
海
上
遊
覧
、
模
擬

居
、
忍
者
合
戦
、
そ
の
他

※
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

午
前
日
時

h

災
害
復
旧
資
金

書

i

一
利

子

補

給

7
月
お
日
の
大
水
害
で
被
害
を

受
け
ら
れ
た

一
般
被
災
者
、

中
小

〈圭
歪
台の
皆
さ
ん
が
、
災
害
復
旧

資
金
制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る

た
め
、
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借

入
さ
れ
た
場
合
に
、
利
子
の

一
部

に
つ
い
て
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

商
工
観
光
課

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
三

万
二
千
五
百
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)

大
村
子
供
の
家
へ

二
万
四
千

百
九
十
円

マ
山
本
政
男
(
古
賀
島
町
)

ー
ル
ハ

イ
ム
へ
博
多
人
形
加

閉
凹

ご
寄
付
・
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ゲ
ま

L
た
一一

香
典
返
し

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ一

瀬
洋
行
(
古
賀
島
町
・

亡

妻
定
子
)
二
十
万
円

マ
石
橋
、
栄
(
原
郷
・

亡
夫
津
登

美
丸
)
五
万
円

マ
平
田
玉
美
(
玖
島
郷

・
亡
夫

音
丸
)

一
万
円

マ
田
中
猛

(松
山
町
・

亡
母
カ

ト
)
十
万
円

マ
川
内
正
也
(
大
入
町
・

亡
父

繁
太
郎
)
五
万
円

一
般
寄
付

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ
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